
第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 令和７年度第１回長岡市文化財保護審議会 

２ 開催日時 令和７年９月５日(金) 13：30〜15:05 

３ 開催場所 さいわいプラザ４階 教育委員会会議室 

４ 出席者名 審議会委員 

平山委員長、三富副委員長、西田委員、長谷川委員、深澤委員、

星野委員 

 

委員以外の出席者 

(事務局＝科学博物館) 

金垣館長、五井館長補佐、鳥居係長、小林総括主査、丸山主査、

山賀主査 

５ 欠席者名 田中委員、鳴海委員、羽鳥委員、山田委員 

６ 議題 「長岡市文化財保存活用地域計画」について 

 

科学博物館企画展見学 

７ 審議結果の概要 「長岡市文化財保存活用地域計画」について（資料№1） 

概要を事務局より報告 

 

８ 審議の内容 

 

委員 

事務局 

 

委員 

事務局 

「長岡市文化財保存活用地域計画」について（資料№1） 

地域計画の適用期間は何年か。 

10年間になるので、令和８年から17年になる予定。 

 

ヒアリングした文化財保存活用団体はどこか。 

山古志闘牛会、長岡民俗芸能協会、和島の宝地域づくりネットワー

ク会議の３団体である。 



委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

北前船などの海に関係、織物関係、医療関係の文化財について、計

画の中で取り上げてはどうか。 

今回設定した４つの関連文化財の中で個々の文化財を取り上げてい

くことはできると思うので検討する。 

ご意見をいただいた文化財について、それぞれ１つの関連文化財群

として取り上げていくと、地域計画が 10年間の計画になるので、数

が多くなりすぎて計画を達成できなくなってしまう。関連文化財群

になっていないからといって、何もしないということではないので

ご理解いただきたい。 

 

米づくり、酒づくりの部分で蔵元の記載はあるが、職人についての

記載がない。職人についても取り上げることはできないか。 

検討する。 

 

「歴史文化遺産の総合的・一体的な保存・活用につなげます。」と記

載があるが、具体的にはどういうことか。 

これまでは、それぞれの文化財について個別に考えていたが、これ

からは、あるテーマやストーリーに沿って抽出した文化財を一つの

まとまりとしてとらえ、保存・活用していく。 

 

審議終了後、企画展「長岡カブト・クワガタ学」を見学した。 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


